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特別損失の発生及び平成 19 年 3 月期通期（連結・単独）業績予想の 

修正に関するお知らせ 

 

 この度、当社において、下記のとおり、特別損失が発生いたしますので、その概要をお

知らせするとともに、平成 19 年 3 月期（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日）の業

績予想について、平成 18 年 11 月 29 日付当社「平成 19 年 3 月期中間決算短信（連結）」及

び同日付当社「平成 19 年 3 月期個別中間財務諸表の概要」にて公表いたしました業績予想

を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 
１．特別損失の発生及びその内容 

（１）機械装置の特別償却 

   主に 1995 年から 1997 年に渡り、ベトナム子会社立上げ時の投資設備の経年による

評価見直しを行い、特別償却として 272 百万円の損失を計上しました。 

（２）棚卸資産の評価減 

   当社ＯＥＭ生産の受注状況に合わせ、厳格に受注引当等を行い、在庫の評価減を行

いました。時計バンド事業にて 26 百万円、メガネフレーム事業にて 31 百万円、応用

品事業にて 6百万円の合計 63 百万円の評価損失を計上しました。 

 

２．平成 19 年 3 月期連結業績予想の修正等 

（１）通期（平成 18 年 4 月 1日～平成 19 年 3 月 3１日） 

（単位：百万円） 
 売上高   経常利益   当期純利益 
前回予想（Ａ）    ３，３０８      ３２       ４４

今回修正（Ｂ）    ３，３６２      ６６     △２１８

増減額（Ｂ－Ａ）       ５３      ３４     △２６３

増減率（％）       1.6%      108.9%          －

 
（２）修正理由 
   売上高は、時計バンド事業については、欧州大手高級時計メーカーへの売上が１月



以降において若干の在庫調整をうけ６３百万円の減少、国内大手時計メーカーへはイ

オンプレーティング加工用時計バンドの売上が上期に引き続き好調に推移し３０百万

円増加、これにより３２百万円減少しました。メガネフレーム事業については、ドイ

ツ大手高級メーカーからは受注が引き続き拡大、民事再生申請中の株式会社村井から

は、当社がスポンサー契約に基づき再生スポンサーとなり、株式会社村井は事業の継

続が可能となり当社の売上が再開でき８７百万円増加しました。全体として、これら

により前回修正予想を５３百万円上回る見込みです。 
経常利益は、売上高の増加による売上総利益の増加４０百万円と、増資等による販

管費の増加３２百万円、株式会社村井の仕入業務に係わる信用供与の代行による手数

料収入の受取等営業外収益の増加２２百万円等、これらにより前回修正予想を３４百

万円上回る見込みです。 

当期純損失は、投資有価証券の売却益等による特別利益の増加３９百万円、ベトナ

ム子会社での棚卸資産の在庫評価の厳格な見直しと機械装置の経済的耐用年数の見直

し等による特別損失計上処理等により特別損失３３５百万円増加、これらにより前回

修正予想を２６３百万円下回る見込みです。 

 

（３）ご参考：前期の実績（平成 17 年 4 月 1日～平成 18 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高   経常利益   当期純利益 
通期（4/１～3/31）    ２，８６２    △２６０     △５８５

 

３．平成 19 年 3 月期単独業績予想の修正等 

（１）通期（平成 18 年 4 月 1日～平成 19 年 3 月 3１日） 

 （単位：百万円） 
 売上高   経常利益   当期純利益 
前回予想（Ａ）    ２，６５２     △２３       ４９

今回修正（Ｂ）    ２，６２４     △５８     △２１８

増減額（Ｂ－Ａ）      △２７     △３５     △２６７

増減率（％）       △1.1%       －        －

 
（２）修正理由 
    売上高は、時計バンド事業については、欧州大手高級時計メーカーへの売上が１

月以降において若干の在庫調整をうけ６７百万円の減少がありました。メガネフレ

ーム事業については、ドイツ大手高級メーカーからは受注が引き続き拡大し３２百

万円増加しました。応用品事業については、静電気除去器関係の増加により１０百

万円増加しました。これらにより、前回修正予想を２７百万円下回る見込みです。 

    経常利益は、売上高の減少と利益率の減少等による売上総利益の減少２９百万円、

増資等による販管費の増加３１百万円、株式会社村井の仕入業務に係わる信用供与

の代行による手数料収入の受取等営業外収益の増加２０百万円等、支払利息の減少

等による営業外費用の減少５百万円、これらにより前回修正予想を３５百万円下回

る見込みです。 

    当期純損失は、投資有価証券の売却益等による特別利益の増加３９百万円、ベト



ナム子会社での棚卸資産の在庫評価の厳格な見直しと機械装置の経済的耐用年数の

見直し等による特別損失計上を受けて、同子会社に対する貸倒引当金の積み増し等

２６８百万円等により、前回修正予想を２６７百万円下回る見込みです。 
 

（３）ご参考：前期の実績（平成 17 年 4 月 1日～平成 18 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高   経常利益   当期純利益 
通期（4/１～3/31）    ２，５７７     △９２  △１，４９７

 

以上 


